
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
提
出

質

問

第

一

三

二

号

あ
る
国
会
議
員
と
外
務
省
と
の
過
去
の
関
係
が
我
が
国
の
国
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
同
省
が
認
識
し
て
い

る
根
拠
等
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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あ
る
国
会
議
員
と
外
務
省
と
の
過
去
の
関
係
が
我
が
国
の
国
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
同
省
が
認
識
し
て
い

る
根
拠
等
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
〇
一
年
九
月
よ
り
監
察
査
察
担
当
の
外
務
省
参
与
の
任
に
就
い
て
い
る
元
最
高
裁
判
所
判
事
の
園
部
逸
夫
氏
を
長
と
し

て
、
外
務
省
と
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
の
関
係
に
係
る
調
査
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
付
で
当
時
の
川
口
順
子
外

務
大
臣
に
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
文
書
（
以
下
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
園
部
レ

ポ
ー
ト
」
で
、
国
後
島
に
お
け
る
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
と
桟
橋
の
改
修
工
事
の
入
札
決
定
の
過
程
で
、
当
方

と
外
務
省
関
係
部
局
と
の
間
で
社
会
通
念
を
超
え
た
異
常
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
旨
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、

外
務
省
は
過
去
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
六
六
号
）
で
、
北
方
四
島
人
道
支
援
事
業
に
お
け
る
国
後
島
緊
急
避

難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
に
関
し
、
当
方
が

�

入
札
参
加
資
格
を
北
海
道
内
で
は
な
く
、
根
室
管
内
に
本
社
を
有
す
る
企
業
と
改
め
る
様
、
外
務
省
職
員
に
求
め
た

�

入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
同
工
事
の
施
工
に
地
元
業
者
を
使
う
様
、
外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に
強

く
要
望
し
た

の
右
二
点
を
行
っ
た
こ
と
が
社
会
通
念
に
反
す
る
と
し
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
三
第
七
七
号
）
を

一



踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
調
査
対
象
で
あ
る
当
方
に
は
何
の
聞
き
取
り
も
な
さ
れ
ず
、
外
務
省
職
員
の
み
を
対
象
に
し
、

ま
た
大
宅
壮
一
賞
作
家
で
元
外
務
省
事
務
官
の
佐
藤
優
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
様
に
「
あ
な
た
は
鈴
木
宗
男
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
る
べ
き
と
思
う
か
」
「
あ
な
た
は
鈴
木
宗
男
を
我
が
国
の
国
益
の
為
に
必
要
な
人
間
だ
と
思
う
か
」
と
い
っ
た
、
い

わ
ば
「
踏
み
絵
」
と
も
言
え
る
内
容
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
基
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
あ
ま
り
に
公
平
性
を
欠
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
本
年
十
一
月
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
三
第
二
号
）
に
お
い
て
鳩
山

由
紀
夫
内
閣
は
、
同
省
が
「
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
の
依
頼
等
に
対
す
る
対
応
振
り
」
と
の
題
の
、
同
省
職
員
が
当
方

と
接
触
す
る
際
に
ど
の
様
に
対
応
す
る
か
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
つ
い
て
記
し
た
文
書
（
以
下
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
、
「
現
在
に
お
い
て
は
、
文
書
に
ま
で
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
」
と
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
こ
と
は
行
き
過
ぎ
た
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
右
を
踏
ま

え
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
に
対
し
、
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
、
岡
田

克
也
外
務
大
臣
は
、
国
民
の
信
頼
な
く
し
て
良
い
外
交
は
で
き
な
い
と
常
々
述
べ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
「
園
部
レ
ポ
ー

ト
」
は
じ
め
そ
れ
に
関
連
す
る
一
連
の
外
務
省
の
対
応
は
、
国
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
、
誠
実
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
問
う

二



た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
調
査
及
び
文
書
の
作
成
は
、
外
務
省
の
対
応
に
関
す

る
事
実
関
係
を
中
心
と
し
て
、
外
務
省
外
か
ら
の
第
三
者
と
し
て
任
命
さ
れ
た
外
務
省
参
与
の
下
で
公
正
に
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
は
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
段
階
で
行
わ

れ
た
調
査
の
や
り
方
は
適
切
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
だ
が
、
で
は
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
前
文
で
触
れ
た
様
に
、
北
方
四
島
人

道
支
援
事
業
に
お
け
る
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
工
事
に
関
し
、
か
つ
て
当
方
と
外
務
省
の
間
で
社
会
通
念

に
照
ら
し
て
不
適
切
な
関
係
が
あ
り
、
我
が
国
の
国
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
す
る
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
の
内
容
に
つ

き
、
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。
鳩
山
内
閣
と
し
て
も
、
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
の
内
容
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
か
。

二

一
で
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
も
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
の
内
容
が
正
し
い
と
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
今
次
、
第
一
七
三
回
臨

時
国
会
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
当
方
を
衆
議
院
外
務
委
員
長
に
指
名
し
た
こ
と
は
我
が
国
の
国
益
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

三

一
で
触
れ
た
様
に
、
政
権
交
代
が
実
現
し
、
新
た
に
発
足
し
た
鳩
山
内
閣
は
、
前
政
権
と
は
異
な
り
、
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
な
る
も
の
を
そ
も
そ
も
つ
く
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。
「
園
部
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
作

三



成
さ
れ
た
経
緯
や
内
容
等
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
と
し
て
総
括
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


